
昭和38年秋季年会(仙台)

講 演予稿集

於東北大学金属材料研究所講堂

日本 天文学 会



主|フ 1日午前

ラト7日午後

ラ|フ2日午前

ー片 2日午後

日 コ欠
宣言l;i言番号

1 --12 

(!?ii 13 -30 
31-4LJ 

(天体物理学(捌 ~ L45-62 
天体物理学(恒星)J

( 1 ) 

員

2 

7 

13 

i7 

註 : 講演所零時間の前の図の印は.スラ イ ドき使用す ρ宅約

スライド映写希宣言者に、わねがい

スライド映写 1=あたって， JI贋序 表裏.上下等きまちがえないた

めに ，スヲイド板に下記のよ うな説明ヒ 記号きつけて下さ!，i• 

下の図は映されたbのが，ごうあってほし いと思うよ うに スラ T

ド板き手にと った状態です.三のむきで下回 のように上左か ら，楕

演番号 』氏名 ，映写番号を宕へ順IZ記入し，さらにスライ ?町 枠の下

端に 5mm幅の赤練を ，1三ιえばマジック，イソキで， !本入れます.

もし 科の地色抗力取に近ければ暗いヒ三ろでよく見介けらi1ると

思われる色 主任意、1=謹んで下さ U.
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日本天文学会 1963年秋季年会

プログラム

く〉百時 昭和 38年 JO月 11 日 (金)， 12 臼 (二日

。会場 仙台市東北大学金属1;j料研究所講堂

午作時より前〉 午(1時よ 夜

11 日
研 ηY今1してZ 予告 表 百万 ヲZ 発 表 懇 幸男

(金〉

12 臼
研 ク二九ロ γブ乙、立ミ EJf りフそ℃でf

(土〉

会 11臼(第1臼〉の昼休みに理事会を開催し、たします.

お申込の所要時間を減らしたのがあります. t前日諒承下さい*

記号講演時間はお守り下さい.

メ;z;;会，

j 講演予稿集について:特別会員には l部ずつ無料で配布しますが，その他の方およ
び特別会員で2部以上希望される方は l郊につき笑重量 60凡送料 10円をお送

り下さい.年会の当日会場でもおわけします.



第:1..I=l 10月 11恩(金〕

〔午前J (9時より〕 分

1. 若主主政二郎(緯度観測所):短運動感襟と綴測所の分布との関係にずコし、て e白同 0・・・10

2. 須川 力，古)[1朕一郎〈練度観測所):V.Z.T.と F.Z.T‘のスク h ル常数

が赤緯補正に及ぼす影響について.....・・ . .・・ a・白・町・ .， .、 4・・・ '10

3 弓 滋(繰J安調点、.ljp斤):綬運動く1962.0-1963.2)について ・・・白 ・目・・・・ 10

4 関口直甫，根道文子(東京天文台):極位置未来健推定法 (II) ..・・ー‘ ・・・・・ 7

5. 関口i直前〈東京天文台):短運動の滅袈係数〔五〉・ • • 恥 ・・ー・ ・・・・・・ ・ ・・・・ 7

6. 角侶忠一く緯度観測所):タトカに対する地球核の回転運動の応答 ・田・ .•.. .ー..10 

7. 爽侶農三，須)[1 カ(隷度観測所〕・極運動の永年変化について.......... .....・10

8. 高木重次，魚沼忠一，村上源ぎ〔待度観測所):時刻観測による極運動決定

のための統計的方法論........ ・ ・ 0 目・ ・・.......・....<.>...・・12

9. 児島重孝テ岡崎清(東京天文台):極運動の年淘成分の成閣について e・0・陶・ e・12

10. 虎尾正久， ITffi崎涜r~".1 f主張寛〔東京天文台):欧州北米南米および臼

本列島相玄関における経疫の永年変化について・ 6奪............. ・・・ 10

11. 飯島重孝2 松j皮直奉，岡崎清rB'(東京天文台): 1963 年 1~2 月における地

工米自転速度異変の解釈 0・・・ 守・・・ー・‘"・ 9 ・・ e・..，・・....・ e・a・・・・白 ・・ ・12

12. 飯島重孝，篠原 清(東京天文台):サーボガ~ VLF受信比較装置について・・ 10 

〔午後J ( 1時より〉

13. 安筒泰雄，深谷カ之島方，)J安 寿r男，伊奈辰之(東京天文台):東京の子午環

の観測から求めた S惚rPlaceについて(I )・・ ・・ 匂・・・・・ E・・・..・守・・..'7 

14. 安E日泰雄，深谷力之助，伊奈良之，原寿男(東京天文台):子午環競演jか

ら求めた練度lこっ.1，、てー・・・ ・岨・‘ .. .・ 0 ・・ 4・・ ・・・・，......沼.....・ー・ー 7

15. 井上さを典(水路部)， 恒星日日数C，Dの補正m互について・・ー・...... ，..。 復 e・・ a・10

16. 山崎 HZ，森 工J，小野房吉(スK~各部) :フラッシュ e スペクトノレによる

太陽月の接触時刻測定袋震乞 0・・・ ..， .ー...、守......... ，....院，刷 ・固目白・11}

17. 古川願一郎，平 三.6:11，阿部 茂〈緯度観測所〉・ 1963年北海道皆既日食

観測報告(I)・・ ・ ・・・ 6・.... .....盆.......，........ ・咽....，・・10

18. 坪)[1家t~L，北郷俊郎(国土地理院) :人ヱ衛E誌の追跡装遺

←精密タイミング装置付写真赤道儀・・・・‘..... ー............目‘ ・・ー・・・.10

19. 井本 進(大阪科学技術センター):藤堂家!日放渋)[1春海作天球儀・・・ 0 ・ 0・‘・・・10

20. 堀 涼一郎〈京大理):小惑援の長年慎重誌について e・・ 0 ・・・・目色 ・0 目・ a・・ー‘10



21. 古在由秀 :人工衛星三の軌道決定精度について・岨・目・・・・.........10 

22. :人ヱ衛星の運動に及ぼす地球の影の影響・・・ー .... ，・・10

23. 堀涼一郎(東大浬〉:人工衛星.の運動に及ぼす地球大気の影響........・.......10 

24. 青木信仰(東京天文台):人工衛星主の Criticallnclinationについて・・ ーω.• • • .10 

25. 青木信仰(東京天文台): Cornmensurabilityの場合に才o{ナる Pericenterの

運動について・目 ・・・・・ 0・・・ ・ ....'.. .・・・・ 9・e・“・・・ . .... ‘ ・...， .・10

26. 'JI"{;自弘一郎，西村:r佐賀*(東京天文台*甲南方メラ研究所〉・感動流星.写真儀...宅 7
27. 白鍋i告義(東京天文台):海面及び陵地の反射能・・も e マ ..  .・ ・・ a・・ー・・・‘・・ 4・5

28. 日鏑i告義(東京天文台，ハワイ大学): 5300 A における大気コIt及び黄道光
成分.....，<・・，..............・・・ 0 ・ ・ ー ー・・・‘ ー......・10

29. 田鍋浩義〈東京天文台，コロラド大学，ハワイ大学): .対日照の観測 ー・・・ 0司・ 10

30. 図録浩義，中村 強，中村約二，斉篠馨兇，白中京子(東京天文台):北海

i芝日食における黄道光観測〈飛行機及び樽前kLi)・.， .・.................7 

第 2日 10月 12日(土〉

f午前J (自待より〉

31. 竹内 主主(東北大攻):主義族 Iセファイドの除勧定数について・..........・・ ・・・ 7

32. 高瀬文志郎〈東大理，カリフォルニア大):セファイドの運動学的解析・ 0・ 射 10 

33， 高;理主文志良li(東大工広カリフ才 jレニア大):セファイドの区墳の解釈についてー..・7

34. 石田恵一(東京天文台〉ポテンシャノレ V廷による銀河軌道の解析(立〉・‘ー・・・ー 5 

35. 堀源一郎(予定大理〕質量の中心集中皮が!時間と共に変る場合の笠の運動(立〉・・10

36. 宮本昌典(東京?で文台〕・球状星回の空間分布について・・ー..・ー・・‘・ a・‘ a・..ー、ー・10

37. 海里子和三郎，下回真弘，菊抱 f:ll (東大浬):星間雲の凝縮(1I) ..・ ・ 0・・10

38. 高言筆啓弥〈東北大理):塁間カ、スの構造・・ .. .10 

39. 宮本昌典〈予定京天文台): iliiJi犬椀の内輪モデノレについご‘.， .・ 0 ・ a ・・・・10

40. 藤本光昭〈東北大道):系タトE主義の Darl王LanesCll)一様状銀河系 田・ー・ e 切・・10

"11. 田中春夫，柿沼隆清，山下 崇〈名大空電研):波長 8cmにおける銀河電

i史の観測..ー.、..ー ・・..‘ ・‘.， ..‘・・ . . • • . • . .・・・ 白a・・・・.， . . . • . ・ 7 

42. 高倉逮士重(東京天文台):太磁電波I主主ノ〈ーストの発生{こっし、て・・・ ・・ .12 

，13. 甲斐敬造(東京学芸大): IV裂ノ〈ーストのP=J係波〈豆〉ー ・ 。'" .白・ ・ ・・ 10

44. 河鰭公昭 : Gvro-r司邑sonanceH.adiati口nの輸逮.• ・.• ・・・・ ・0‘“ a・・10



〔午後) (lit寺より〉

45. 堀井政三(生駒山太陽敏郎所): Corona! Condensationの conditiol1 

につし、て.. ー.....写・・・ e、..・...号。... ‘e・・・・..・・..>"・・・・・・・・・・・・・ ・10

46. 機事じ生夫(花rli天文台〕・ 1962午、尽食時におけるポーラーレイについて・.......5

47. JII口市郎(花lLJ天文台):護室外線車誤射のアロ Eネンスに及ぼ影饗

〈立 法素双子) ........・・・・ .• .剛 ・ー ・・ ー..ー・ '‘.. ..・・・・・ ・刷・・・・町・12

48. ~pil! 十字

49. 鈴フi三銭立三

:思念で撮れたブロミネンスのスペグトノしくII)..町・・降、 .10

:太磁miJ務辺部における終点と存在産部のりム側と太陽

中心僚[Jとにおける微制檎巡の違し、について...... ・ー・ ・ 0・・ ・・・ e・e・8

50. 牧EB 怠(東京天文台):地球大気の援Zしによる数寄L~数のかたちについて ・・・・ 7

51. 松丸 務，江沢 工三(妨害奇大): .議ヲ主義党総淡霞舟ブィルム駒どり録磁議室震・・・・・・‘ 8 

52. 上条文夫(東大獄):へび盛アルブァー裂のスペクトノレ・ a ・・.• 民 a 同・・・・・ー・..7 

53. 号fEB良雄，辻 段(予定大潔):りょうけん滋 Y~量点〉スペクトル解析. . . . . . . .・・lCト

54. 山下泰正c東大理); jは裂尽~の写赤外主主スペクトノL ・・・・.. .‘ ー ・・・・・ a ‘・・ 7

55. :iこと 健(京大攻):鼠の大気における分子、の鮮総乎衡〈立) .....・・‘・・・・ a・‘・10

56. 土二条文夫〈東大破):炭素~大気における沼体粒子の生成・‘奪 φ ・・ ‘......... .7 

57. 寿ffi i鱈〈東京天文台);高速計主客機によるそデノレ大気の計算(ロ〉一

日長;期主重しのi約交及びlOi.絞絞スペクトノV'・・・・・・.......・ " • ・ ・ー向・ 0・・ a・1む

58. l訴す史郎J(東京天文台): G，K，lVI ~必然E患の光電測光観測・・・ 0 ・・・ a ・・・ 0 噌.... 7 

59. 近孜之

60. 北村主利

: Nova Her. 1963のスペクトル (II) .........届..‘・・・ 5

:散問豪邸内の至宝夜光援の研究(I)

TXCncについて，

61. 等松隆夫，藤悶祭子*(茶大札*東大生研):浮い:大気によるスペグトノレ線

の非宅管草委{会散乱の数{復計算。険ふ

62. 休 .iE男〈東京叉文台): .鐙ブョ収縮過程。コZ立の進化=‘
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